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   We report a case of uretero-external iliac artery fistula. A 60-year-old female was referred to our 
hospital complaining of intermittent gross macrohematuria. She had undergone radical hyst-
erectomy, radiation therapy and chemotherapy for advanced cervical cancer 2 years ago. The patient 
had a 7 Fr ureteral  double-J stent for left hydronephrosis. Retrograde urography showed a filling 
defect (8 mm in diameter) of the left ureter. A contrast-enhanced computed tomographic scan showed 
left hydronephrosis and hydroureter but no evidence of fistula formation or extravasation. A pelvic 
arteriography revealed a pseudoaneurysm of the left external i iac artery at the crosspoint between the 
left ureter and the iliac artery. Surgical repair of the left uretero-external rterial fistula was 
successfully performed as well as left nephroureterectomy. The possibility of fistula formation 
between ureter and artery should be kept in mind in patients with long-term indwelling ureteral stents 
and history of radiation therapy. 
                                             (Acta Urol. Jpn.  44: 829-832, 1998) 
















既往歴:特 記すべ きことな し
家族歴:父 親が胃癌
現病歴:1992年6月,子宮頸癌(llb期)の ため鐘
紡記念病院産婦人科で根 治的子宮全摘 除術お よび術後
放射線治療 を受 けた.同 年12月,左水腎症 出現 し,同
院泌尿器科 にて7Frダ ブル 」ステ ン ト(以 下D・Jス
テ ン ト)が 留置 され,そ の後化学療法が10コース施行
された.D-Jステ ン トは1～2カ 月毎 に交換 されてい
たが,1994年10月10日,突然肉眼 的血尿出現 し膀胱 タ
ンポナーデとな り左尿管 口か らの出血が確認 された.
1,000ml輸血 し一時軽快 していたが,10月25日お よ




















認 め た.腫 瘍 マー カー はCA19-91,853U/ml,
CAI25220U/ml,CEA9,8ng/ml,SCC-Ag2.6
ng/mlといずれ も高値 を示 して お り,尿 所 見 は血膿
尿 を呈 していたが尿培養では陰性で あった.ま た尿細
胞診ではclassIIであった.
画像診断:DIPで 左 腎は無機 能腎 を呈 してお り,
ll月28日の左RP(Fig.1)では交叉部付 近 に陰影 欠
損像 を認め た.造 影CTで は左 水腎 ・水尿管 お よび
尿管壁の肥厚像が認め られたが,造 影剤の血管外への
漏 出などの所見は認め られなか った.
入院後経過:12月8日 早朝,左 尿管鏡検査の前処置
のため洗腸 を施行 したところ突然肉眼的血尿が出現 し
た.輸 血な どの処置後 に膀胱鏡検査 を行 った ところ左
尿 管 口か ら凝血塊 が見 えたためRPを 施 行 したが,
尿管内 に凝血塊が充満 してお り尿管 は造影 されなかっ
た.
子宮癌手術,放 射線治療,D-Jステ ン トの長期留置
お よび間欺 的な動脈性 出血な どの要素 を考察 し,尿 管
動脈痩の可能性 を考え同 日骨盤動脈造影 を施行 した,
正面像 では異常 は認 められ なか ったが,斜 位像(Fig.
2)および動画 の解析 に よ り左外腸骨動 脈 に約8mm
の動脈瘤が腹側 に突出 してお り,こ れは前 院でのRP
の尿管 内の陰影欠損像 に一致 していることが明 らかに






































川端,ほ か:尿 管外腸骨動脈痩 ・尿管ステン ト 831
Table1・uretero-arterial丘stulasintheJapaneseliterature



























左 尿 管:大 動1995
脈
左 尿 管:大 動1997
脈


























































































上 の ような リス クファクター を備 えた症 例 において
は,本 症の発生 を常 に念頭 に置いてお くことが診断の
第一歩 であ ると思われる.確 定診断は動脈造影 または
尿管造影 により尿管 と動脈 との交通 を証明することに
よるが,通 常の方法でこれを描出す ることは困難であ
る.実 際,動 脈造 影 は10例中7例 に施行 されて い る
が,2例 で所見が得 られたにす ぎない.自 験例で は,
正面像 では明 らかな異常 は認め られなか ったが,斜 位
像 と頻 回の動画 の解析 によ り交差部尿管 における仮性
動脈瘤 の所見を得た.本 症が疑われる場合は,正 面像
だけでな くより慎重な造影検査 お よび読影が必要 と思
われる.一 方,尿 管造影(RPま たはAP)は5例 に
行われてお り,4例 に何 らかの情報 が得 られている.
栗倉 ら11)はocclusiveureterogramによ り大動脈 を明
瞭に描 出 した としているが,出 血が一時的に止 まった
だけの状態では再 出血 を惹起す る危 険性があるため,
慎重に行 うべ きであると思 われた.
自験例で は病側腎の機 能は廃絶 していたため動脈瘤
切除に加 えて腎尿管摘除術 を行 ったが,腎 保存が可能
であ った例 も報告 されてお り,さ らに侵襲の少ない新
しい治療法 も報告 されるようになっている.す なわち
Dauplatら12),Quillinら13)はradiographicinter-
ventionの手技で総腸骨動脈塞栓術 と大腿一 大腿動 脈
バ イパス とを行 い治癒せ しめた と報告 してい る。最
近,血 管外科領域で胸腹部大動脈瘤や外傷性仮性動脈
瘤 に対する治療法 として,血 管内グラフ トを用いた手
技が注 目されて いるが,こ れ を本症 の治療 に応用 した
報告 も散見 される.1996年,Kernsら2)が尿管腸骨動
脈痩 に自家静脈で作成 した血管内 グラフ トを用いた症
例 を初 めて報告 した.ま た1997年,Houshiarら14>は
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